
平成 28 年 9 月 24 日（土） 池上校区 タウンミーティング 参加者 23 名 

【地域の課題】 

市民：1 番目に JR 阪和線、西側出入り口の件。イ通勤・通学の時短、無理な通行の事故防

止、ロ障害者等の乗車、乗降時の安全確保、ハ高等学校生徒の町内通行の減少、 現

在の踏切の場合一部町内通学時の生徒によるタバコの喫煙による道路のごみ、2番目、

ウッドデッキの件。イ遺跡公園正面玄関からの入り口のウッドデッキの腐食による

欠落個所の危険、ロ欠落個所の仮修理の見栄えが悪い、ハ遺跡公園としての面目が

たたない。この点についてお願いする。 

市長：JR信太山駅のバリアフリー化について、西口だけではなくバリアフリー化は JRと協

議を進めている。一番いいのは、西口も作って、東と西を繋ぐのにエレベータを付

けることだが、そのエレベータをつける場所がない。構内で一番つけやすいのは地

下通路で、地下通路につながるところにエレベータを設置する。信太山駅にはその

スペースがとれないので、エレベータをつけるのなら、ホームの上を繋ぐ形でエレ

ベータを付けるしかないと JRから回答を頂いている。それはすぐに進まない。 

JR からは 2 つの案があり、1 つは西口に水路があり、その水路を埋めてというか

上をフタして、そこにスロープを作って、西口を作る。それで東からと西から入れ

るように、もちろん改札も西口につくるという案と、あるいはエレベータをホーム

に付ける案のどちらか選んでくださいと、その 2 つの案を協力しますということだ

った。向こうが全部してくれるわけではないので、両方してもらいたいと言ったが、

両方はできないので、まず西口を作り、また時期を見てエレベータの設置をお願い

しようと思っている。やってくれるかどうかは 2 つに 1 つと言われてます。あと 1

つ終わったらまた１つしてと言っても、話が違うと言われるかもしれないが。やは

りエレベータより先に西口を作る方が利便性が高いか？ 

市民：西口を作る方が利便性は高い。 

市長：西側の方が東に来るとき車いすの方は踏切を渡らないといけない事になるので、そ

の方向でエレベータ作る話を進めていく。障がい者の乗降時の安全確保、電車に乗

る時ということだが、JRもバリアフリー化していくので。 

市民：駅員がみんな社員ではなく、バイト、契約社員。ベルを押しても出てこない。始発

から 24時間いない。ベルを押しても迎えに来てもらえないことが多い。 

市長：行政の対応というのは難しいが、そういう場合は、乗降客のために駅員を配置して

いるかと思うのだが JRも民営化してから厳しいところがある。和泉府中駅はきれい

になったが、建設費の 9 割が和泉市で、国の補助も受けながら負担した。JR は経営

が厳しいので、何らかの対応をしてほしいと要望はするが、その時間は駅員がいな

いので府中の駅を利用してください、等の周知をしていただくしかないかと。 

市民：信太山駅は弥生文化博物館がイベントしているから、以前より大阪からの乗客は増

えている。でも駅は汚いし、飲料水を売ってるのに、プラスチック用のごみ箱がお



いてない。飲んだ後にはごみを捨てられない。JR の通路に置いてあるがごみ箱がお

いてない。行ってみてほしい。また構内はタバコ禁止で、近くのちょっと汚い公園

があって、電車乗る前にタバコ吸ってポイ捨てする。JR で多少置いたらそこへ入れ

るじゃないか。JRに細かい配慮がない。 

市長：JR の事をいわれましても難しいが、またお伝えしておく。わかりました。高校生の

タバコはどのへんか。 

市民：名前を言うが、大阪総合高校、昔の和泉工業高校。交番の人も朝 8時～9時頃は来れ

るときは来て回っているが、夕方も総合高校の先生が駐車場のところに来てるが、

あまり怒らないし身体検査もしない。 

市長：難しい問題。高校のレベルを上げていくしかない。提案してるのは、工業専門学校、

高専 4 年間行く所は結構レベルが高いと聞く。専門性を出していくと、いい生徒を

獲得できるのではと考える。可能かどうかわからないが。 

市民：高校無償化というが、レベルを上げるならいいが、タバコを吸って勉強もせずで、

無償化なんか必要ない。 

市民：和泉工業の方が質も良かった。町内の公園の中でもそう。 

市長：実態調査できることはしてみる。 

それから、池上曽根史跡公園。今年度から復元建物、ウッドデッキをどうしていく

か。同じように変えるのか、腐食しないようにするのか。これも必ずやる。整備を

していく。池上曽根史跡はすごい文化財、遺跡で、弥生時代のものにしたら、吉野

ケ里に匹敵する。日本で 5 本の指に入る。古代ロマン再生事業の第一号に認定され

た。専門家にはよく知られているが、一般の方には知名度が高くなく、あまり訪れ

ない。なんとか高めていきたいと取り組む。26 号線の辺りはすごく交通量が多い。

大阪府内で 7 番目と出ていたが、あまり知られていない。立ち寄って頂いたら知名

度も上がると思う。 

黄金塚古墳も遺跡、古墳としてはものすごく価値があるのに認知されていない。上

代にある黄金塚、これは古墳時代の初期のもので、歴史的遺産としては仁徳天皇、

履中天皇よりも価値が高いのにアピールしきれていない。考古学者の中で価値があ

ると評価されている。古墳時代の初期で卑弥呼伝説の判子が出てきた頃で、和泉市

をアピールしながら胸を張って知名度を上げていきたい。 

【市長との意見交換】 

市長：ごみ袋の事だが、30 L を作ってほしいという要望について検討している。5L袋は不

要ではと言う意見もあるが、我々が勝手に決めたわけではない。高齢者の独り暮ら

しの方が夏、生ごみが臭いから週 2 回出したいので 5L が必要と。和泉市では 17 件

に 1件が 65歳の独り暮らしの家庭。 

市民：今年になって 4，5月の連休。一人暮らしの老人が亡くなり、身寄りがなくて、副会

長がして下さったが、古い借家の住宅がものすごく多い。半分くらいが空家状態で、



住んでる方はほとんど一人暮らしの老人、又は親子。亡くなった方が長屋で、相続

する人がいないので、市に相談に行った。後片づけもしたいが、いとこの方が奈良

の 70歳位の方で、なんとか和泉市の方でやってほしいと言われて、町会として勝手

に入ってすることもできないし。そこはどうなってるかというと、火が出ないよう

に電源を落として、入口もロックしてという状態で、片づけることもできないで、

そのままの状態。2か月位して、1つ空いたところも又一人暮らしで、まだ若いが病

弱で亡くなって、そこの入口はベニヤで入れないようにしている。住民の人が僕ら

に言ってくるが、町会としてできる事は、近所で火を出ないようにするとか衛生面

に気を付ける位しかない。朽ち果てるのを待つかなと言う感じだが、どうなんだろ

うか。 

市長：以前からその問題があって、生活していてそのまま亡くなられて空き家になったり、

空き家のままほったらかしで所有者がわからないとか、所有者がわかって連絡して

も手をつけてくれないとか、隣の家へ倒壊する危険性があるとかいう場合も市とし

ては手がつけられない実態。大阪府で空き家条例を作っても機能しないと。行政執

行でつぶすということもなかなかできない状況。 

市民：全員いなくなったらつぶすことはできるのか。 

市長：それも難しい問題で、何日か何か月かわからないが公告しないといけないとか、ま

だまだそのようなことが出てくる可能性があり、近隣市の状況も見ながら対処して

いきたい。 

市民：市会議員選挙の時に、ある政党の方が有料ゴミ袋で金儲けしていると言っていた。

ご存じの方多いと思う。内容は何かと言うとそれで儲けていると。何に使ってるか

一言も言わずただ儲けていると言っていた。 

市長：まったくの認識不足。ごみ処理費に年間 20億円前後。運搬費と、泉北環境設備施設

組合という組合を泉大津と高石と和泉市 3 市で作っているが、そこの運転費用が 20

億前後で、ごみ処分でそれだけのお金が必要ということ。高石市も泉大津市もすで

にごみ有料化をして、かなり減って来ている。これまでは 3 市で人口割と均等割り

でやっていたが、それをごみの搬入量によって負担してもらおうとなり、今の仕組

みはごみを出した量に応じて負担金を支払うことになっている。ごみを減らさない

と市の負担が増える。ごみを沢山出している家庭も、減量化に取り組む家庭もあり、

不公平ではとの専門家の意見があり、ごみ減量推進委員会審議会というのがあるが、

そこの意見でごみ減量化に取り組んでいる所にメリットがある仕組みにしないとい

けない、そのためにはごみ袋の有料化が一番有効だと。分別などの取り組みもして

きたが限界がある。ごみの有料化をして、大体 18％位減っている。その分市の負担

が少なくなる。ごみ袋で儲けてるのだろうと言われても、20 億かかってる中の 2 億

位の歳入で、ごみの焼却をごみ袋だけでやろうとするとかなりの税金投入しなけれ

ばいけない。ごみの減量化に取り組むためにごみ袋を投入している。全国的なデー



タでは大体１Lあたり 2円にすると一番効果があるとのことだが、近隣市は大体１L 1

円なので、それに合わせて 45Lで 45円で販売している。決して和泉市のごみ袋が高

いわけではないし、それで儲けてることはないし、儲かるわけがない。 

市民：池上町では資源ごみのカンびんなどの回収は早いが、ペットボトル、プラスチック

ボトル、トレイ、新聞、段ボールは昼まで置いている。回収する業者が遅い。それ

を増やすと市もお金がかかるが、皆さんご存じのように遅い。風の強いときはトレ

イは飛んでしまう。他所へ飛んでったら業者はもう拾わない。駅前でも池上町とは

こんなに汚いところかと。その辺について検討してほしい。また分別方法が高齢者

にはわからない。トレイと言っても、電化製品の発泡スチロールは普通のごみで、

袋に置いてると回収しない。分別は必要だが、内容をもっとわかるようにしてほし

い。高齢者はわかっていなくて、ひもまでくくって、間違って入れている。業者と

話し合ってもらってわかりやすくしてほしい。泉大津はきれいだが、和泉市は広す

ぎることもあり、不法投棄などでごみだらけになっている。街をきれいにしていか

なければならない。 

市長：おっしゃる通り、ごみの分別は難しい。プラスチックごみも、卵のパックはいいが、

お惣菜のパックはだめだとか、出せるものと出せないものがある。大きな分別の表

はあるが。 

市民：あれではわかりにくい。 

市長：高齢者用にわかりやすい表が必要ということで、知恵を絞ってみたい。 

 


